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放課後等デイサービス
「凸凹ふう」のご案内
編集担当者：吉田  智弘

各位

新年度が始まり、皆さま忙しく過ごされているかと思います。

桜も芽吹き色鮮やかな風景が見られています。

 

先月より発行させていただいております、「ふう's レター」ですが、

今号では新規事業の放課後等デイサービスのご案内をさせていただきます。

当事者だけではなく、そのご家族へも支援ができるような体制を作りました。

是非、お問合せ・見学・体験をお待ちしております。

 

最後までご覧いただけますと幸いです。

今月の最新情報：

放課後等デイサービス「凸凹ふう」

のご案内

「宿泊型自立訓練施設　空室状況」

お問い合わせ先：

児童支援センターふう

Tel: 0993-78-3360
Fax: 0993-78-3361
担当者: 畦元

発行元：

特定非営利活動法人ふう

〒897-0008
南さつま市加世田地頭所709-21
Tel: 0993-78-3360
Fax: 0993-78-3361

ふう's レター
特定非営利活動法人ふう公式ニュースレター
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「特定非営利活動法人ふう」について

当事業所では、日中活動支援もおこなっております。

病院とご自宅の中間施設として、居場所として、自立に向けたプログラムや、

就職に向けた訓練の場としてなど、さまざまな支援を行っております。

ぜひ、ホームページもご覧いただけますと幸いです。

https://www.npofuu.com

　凸凹ふうは、「子どものために」「保護者の方々のため

に」「同じ悩みを持つご家庭のために」の3者を支援するサ
ービスです。

　子どもには、「遊び」や「運動」、「心理支援」などを

通して社会性や感覚統合、他者との関わり方などを学んで

いただきます。

　保護者をはじめとするご家庭の方々には、心配事や不安

感、孤立感等をお持ちの方もいらっしゃるかもしれませ

ん。日々の子育てに精神的余裕がない方もおられるかと思

います。そのような方々も「凸凹ふう」では支援をしてま

いります。保護者会や相談会の機会を作り、悩みや不安を

伝え、相談し、精神的ゆとりを持てるような場所を目指し

ます。

放課後等デイサービス
「凸凹ふう（でこぼこふう）」6月スタート！

□放課後等デイサービス「凸凹ふう」

　定　　　員：10名（少人数による支援）

　ご利用対象：6歳から18歳までの就学している

　　　　　　　障害のある児童

　利　用　料：放課後等デイサービスは、市区町村

　　　　　　　発行の受給者証をお持ちであれば、

　　　　　　　9割が自治体負担となり、1割が自己

　　　　　　　負担となります。

　　　　　　　※「おやつ」などは別途ご負担とな
　　　　　　　　ります。詳しくはお問合せ下さい。

　支援　内容：「遊び」を通じて社会性の獲得

　　　　　　　「音楽」を通じて協調性を育む

　　　　　　　「運動」を通じて感覚統合

　　　　　　　「美術」を通じて自己表現の獲得

　　　　　　　「心理支援」を通じて環境調整、

　　　　　　　　　　　　　　自己効力感の獲得

　　　　　　　「家族」の精神的・身体的ゆとり

　　　　　　　　　　　のためのレスパイトケア

2

編集後記

メールマガジンやFAX等、新しいことに取り組み始めると、今まで見ていたけど見えていなかったものが多くあるこ

とに気付かされます。

何が求められ、どうやったら伝わるか、既存のサービスとの差別化はどうするかなど、これまで以上に脳に汗をか

いている日々です。

今後、第三金曜日に定期的に発信できればと思っております。よろしくお願い申し上げます。

「凸凹ふう」について詳しくはホームページまで！→　

「宿泊型自立訓練施設」空室状況

□利用料等

　家　賃：25,000円　共益費：5,000円

　光熱費：実費　お食事：朝・昼・夕ご提供可

□空室状況

　6部屋

　※令和4年4月15日現在。

お問合せ・見学・体験は
Tel：0993-78-3360　FAX：0993-78-3361

https://www.npofuu.com/

